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背景



経皮的心房中隔欠損閉鎖術

Amplatzer Septal Occuluder®

Occultech Figulla FlexⅡ®

Amplatzer Cribriform®

GORE CARDIOFORM 
ASD OCCULUDER®

1976年に世界で初めて報告。
2005年から本邦で認可。



手技中のImaging Guide

TEE ICE

・Gold standard、視野が広い。
・全身麻酔が必要。
咽頭・食道合併症の可能性。

・2001年に初報告、全身麻酔不要。
・視野が狭い。スキルが必要。
血管合併症の可能性。



目的

✓本邦の経皮的心房中隔欠損におけるImaging Guideの現況を
明らかにする。
✓TEE guideとICE guideを比較する。

方法

✓2015年～2020年にJ-SHD registryに登録された全2859例の
経皮的心房中隔欠損閉鎖術症例を後ろ向きに解析した。



結果



Imaging Guideの年次変化

TEE5割、ICE2割、Both3割。2020年はCOVID19 の影響が考えられる。



患者背景



病変背景

ICE-guide症例は孔が小さく、Rim欠損の割合が少ない。



Hospital VolumeによるImaging Guideの違い

症例数の多い施設程、
ICEが多く、

Bothが少ない



手技成績

全身麻酔 ICE<Both<TEE。
手技時間・透視時間 TEE＜ICE＜Both

Figulla Flexの使用 ICE, Both<TEE



手技成績

✓手技成功率はどの群も極めて高い。
✓合併症の発生率も差がない。
✓手技による死亡は０。



考察



心房間中隔閉鎖におけるICE vs. TEE

Machino-Ohtsuka T, Ishizu T, Kawakami Y. Circ J. 2023;87(4):525-526.



本邦の特徴

✓欧米のICE使用率50％に対して、本研究は20％
（両者併用と合わせ50％）

✓海外からの報告ではICEでは全身麻酔が必要でないことに加え、
手技時間、透視時間の短縮させるとする報告が多いが、本研究では手技
時間、透視時間の延長を認めた。

✓本研究、海外ともに、ICE guideは経験豊富な施設で多かった。

併用が多いのは、両者を用いても保険でカバーされる本邦の恵まれた
環境を反映したものと推測される。しかし、本研究の結果から両者を併用
すると手技時間、透視時間は延長するため、併用する症例は限定される
べきである。

ICEに関する教育体制の強化が必要かもしれない。



結語

✓本邦の経皮的心房中隔欠損閉鎖術において、ICE guideはTEE guideと
同様に良好な成績であった。

✓ICE guideは、High Volume Centerにて単純性病変に対して使用されて
いた。
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